
・温室メロンの養液栽培
・イチゴの養液栽培
・高糖度トマトの養液栽培

・養液栽培に関すること
・高品質作物生産に関すること
・施肥管理に関すること

■ 技術相談に応じられる関連分野

Keyword : 養液栽培、高品質野菜、ストレス応答、植物工場

■ その他の研究紹介
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養液栽培で広がる農業ビジネスの可能性

学術院農学領域
共生バイオサイエンス系列

准教授

切岩 祥和

土を使わなくても作物生産ができる！
2009年１月、「京都大学附属農場が土ごと移転!?」という記事があった。移転先の土壌が耕作不適であるという

ことである。移転費用は推定100億円とのこと。作物生産にとってそれほど土は大事なのである。一方で、土を使

わない栽培も行われている。当然両者にはそれぞれ長所、短所があるため、どちらが優れているということでもな
い。ここで紹介する土を使わない作物生産の技術は、その活用法により多収生産から高品質生産まで多様な栽
培が可能になる。加えて、土のような複雑な系を排除できることから、養水分管理を簡素化でき、自動化・省力
化・マニュアル化を達成し、労働生産性も飛躍的に高まる。今そんな養液栽培に様々な企業が注目し、多くの
ちょっとした技術が養液栽培でも活用されている。作物の生産性向上と品質向上を目指して様々な栽培条件下で
作物がみせるストレス応答に関する生理的知見に基づいて、その技術のちょっとした活用法をアドバイスします。

・特筆すべき研究ポイント：

園芸学の基本である技術の応用を基本とした基礎研究に取り組んでいるため、すべての技術が即現場に普及
可能である点。

・新規研究要素：

安心・安全・安定をキーワードに、食料、環境、健康に関わる様々な課題を解決するための新しい生産技術に
関する研究に取り組んでいる。

野菜園芸学研究室（糠谷・切岩グループ）

カンキツ果実における機能性成分の
高含有化技術の開発

・果実の成熟、野菜や花の老化、鮮度保持について
・果実、野菜、花のカロテノイドについて
・果実、野菜、花のフラボノイドについて
・果実、野菜のビタミンＣについて

■ 技術相談に応じられる関連分野

Keyword : カンキツ、カロテノイド、フラボノイド、ビタミンＣ

■ その他の研究紹介
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１）主な専門分野
収穫後生理学

２）研究内容
・収穫後の園芸作物（果実、野菜、花）におけるエチレンの生合成・作用に関する研究
・収穫後の園芸作物におけるカロテノイドの生合成・分解に関する研究

・穫後の園芸作物におけるアスコルビン酸（ビタミンＣ）の生合成・分解に関する研究など

学術院農学領域
共生バイオサイエンス系列

教授

加藤 雅也

β－クリプトキサンチンは、カンキツに特有に含まれるオレンジ色のカロテノイド色素であり、ビタミンＡ効力を
有するほか、ガン、糖尿病、骨粗しょう症といった生活習慣病の予防に役立つ機能性成分である。また、ノビレチ
ンは、カンキツ特有に含まれるポリメトキシフラボノイドであり、

・特筆すべき研究ポイント：
これまで、 β－クリプトキサンチンの高含有化メカニズムを、ウンシュウミカンの培養した砂じょう（果肉部分）お

よび果実において、カロテノイド生合成に関わる遺伝子の発現を調査することにより解明してきた。カンキツ果実
では、 LEDを用いた特定の波長（色）による光照射処理により、カロテノイド生合成に関わる遺伝子の発現が上
昇し、それに伴いβ-クリプトキサンチンが増大することを明らかにした。
・新規研究要素：
β－クリプトキサンチンとノビレチンはカンキツ特有の機能性成分であり、他の果実や野菜にはほとんど含ま

れていない。また、これらの成分は一部のカンキツ品種にしか含まれておらず、 β－クリプトキサンチンとノビレ
チンの両方の成分を豊富に含むカンキツ果実は無い。本研究では、 β－クリプトキサンチンとノビレチンの両方
の成分を同時に高含有化する条件を確立する。本技術を開発することにより、カンキツ果実にβ－クリプトキサ
ンチンとノビレチンが豊富に含む高品質・高機能なカンキツ果実を作出することが可能となる。本開発技術は、
未利用資源の摘果ミカン（栽培の過程で間引きし，廃棄する未熟な果実）にも応用することができる。
・従来技術との差別化要素・優位性：
これまでの研究成果から、カンキツ果実においてβ－クリプトキサンチン含量を増大させる条件を、既に明らか

にした。β－クリプトキサンチンの高含有化により、濃いオレンジ色となり果実の見た目も向上した。また、摘果ミ
カンにおいても、特定の波長の光照射とエチレン処理を組み合わせて行うことにより、 β－クリプトキサンチン含
量が増大することを、既に確認した。さらに、赤色光とエチレンによるβ－クリプトキサンチン含量の高含有化メ
カニズムについて、 β－クリプトキサンチンの蓄積に関わる遺伝子の発現解析を行い、高含有化に重要な酵素
遺伝子を明らかにした。これらの研究成果を基盤として、ノビレチンの高含有化条件を見出し、 β-クリプトキサ
ンチンとノビレチンの両方の成分を高含有化した高品質・高付加価値カンキツを作出することが可能である。
・特許等出願状況：
柑橘類に含まれるカロテノイド色素の増強方法，特願2012-023031

発ガン抑制効果やアルツハイマー病の予防が期待される機
能性成分である。
本研究では、カンキツ果実を対象に、その特有の機能性成

分であるβ-クリプトキサンチンとノビレチンを同時に高含有
化させる技術を開発し、果実の高付加価値化と廃棄果実の
利用価値を高めることによる利活用モデルを確立したい。現
在までに、特定波長（色）の光照射および植物ホルモン処理
により、 β-クリプトキサンチンの高含有化に成功した。本研
究では、β-クリプトキサンチンとノビレチン両方の高含有化
およびこれらの生合成に関わる遺伝子の発現解析を行い、
更なる高品質・高機能な果実を作る技術の開発を目指す。
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